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研究成果の概要（和文）：精神障害者の意味のある生活の実現は重要命題である。彼らの地域生活の継続や急性
期後早期からの地域生活再開を可能にするためには、急性期後早期からの精神科訪問リハビリテーション介入の
確立が必要である。
今回の研究の知見を示す。「生活行為向上マネジメント」を利用した訪問リハ介入は、精神障害者の社会機能を
向上させた。その介入を介して、障害者が満足感を持ち、社会参加することによって、彼らのQOLの向上につな
がった。訪問専門職への調査は、訪問を安全に実施するための要因を明らかにした。介入に関わる専門職のステ
ィグマ低減教育プログラムを開発した。以上により、急性期後早期における精神科訪問リハ介入の確立に寄与し
た。

研究成果の概要（英文）：Enabling people with mental disabilities to live meaningful lives is an 
important issue. In order for them to continue living in the community after their illness, or to 
resume living in the community early after the acute phase, psychiatric home-visit rehabilitation 
intervention in the early post-acute phase is necessary.
The new findings are as follows.The home-visit rehabilitation using the "Management Tool for Daily 
Life Performance; MTDLP" improved the social functions of mentally disabled persons in the 
community. Through this intervention, the disabled persons had a sense of satisfaction and social 
participation, which led to an improvement in their QOL. The questionnaire survey referred to the 
safety factors of the home-visit intervention. Furthermore, an educational program was developed to 
reduce or eliminate stigma and prejudice from professionals.These contributed to the establishment 
of a psychiatric home-visit rehabilitation intervention in the early post-acute period.

研究分野：精神障害リハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
すべての人が「意味のある生活」をすることはたいへん重要です。心に病を持つ者も、入院することなく、地域
で意味ある生活を送ることを実現するためには、新しい精神科訪問リハビリテーションが必要です。
私達は以下の研究成果を得ました。「生活行為向上マネジメント」を利用した訪問リハは、精神障害者の社会機
能を向上させ、この介入を介して、障害者が満足感を持ち社会参加することによって、彼らのQOL向上につなが
った。訪問専門職への調査により、安全な訪問のために必要な要因を明らかにした。訪問介入に関わる専門職の
スティグマ低減プログラムを開発した。以上により、急性期後早期における精神科訪問リハ介入の確立に寄与し
ました。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
精神障害者の地域生活への移行および継続のためには、精神障害の急性期後早期からのリ
ハビリテーション介入が重要である。かつては精神障害の急性期には精神科病院に入院す
ることを前提として医療構造が構築されてきた。急性期患者の幻覚妄想、精神運動興奮等の
陽性症状の治療に重きが置かれ、身体拘束や隔離、閉鎖病棟の処遇などが実践され、それら
はしばしば長期化していた。さらに、生物学的治療としての薬物療法は、入院時にはとくに
鎮静・静穏作用の強い薬剤が積極的に用いられた。これらの処遇や治療は、患者にとってト
ラウマ様体験となりうることが指摘され、それが自己効力感の低さ、取り残され感、孤立無
援感を誘発し、回復阻害因子となり、地域生活への移行を困難にしていることも繰り返し指
摘されてきた。そこで、2004 年には、入院治療中心から地域生活中心へのパラダイムシフ
トによって、国を挙げて、精神障害者の回復促進を目指すこととしたが、精神科病院を巡る
事件等を考慮すると十分な結果がもたらされたとは決して言えない。そこで、前駆期・急性
期・消耗期・回復期などの精神疾患のあらゆる経過時期において、入院や地域などの患者を
取り巻く医療状況にかかわらず、地域生活そのものを念頭においたリハビリテーション介
入が必要であるが、その技法が確立しているとは言えない。 

 
２．研究の目的 
慢性期よりも急性期の方が、患者は周囲の変化に反応しやすく、すなわち治療や周囲からの
介入にも反応しやすい。そこで本研究では、まずは介入効果が高く実現可能性が高いと思わ
れる時期、すなわち、急性期後早期から精神障害者に対して実施可能な精神科訪問リハビリ
テーション介入技法を開発する。この新しいリハビリテーション技法を介して、急性期にお
ける入院治療・地域医療→急性期後早期からのリハビリテーション→地域生活へと、精神障
害者が、円滑かつ安全に地域生活へ移行でき、彼らの社会機能が改善し、そして生活の質
(QOL)の向上がもたらされるかどうかについて検証した。 
 
３．研究の方法 
（１）精神科訪問リハビリテーション介入の開発と社会機能の改善効果検証： 
「生活行為向上マネジメント(Management Tool for Daily Life Performance; MTDLP)シー
ト」を用いた精神科訪問リハビリテーション介入が、精神障害者の社会機能の改善への効果
もたらすかについての検証研究を以前から行ってきた。本研究では、精神障害の急性期後早
期の、すなわち必ずしも安定しているとは言い難い状態の患者に対する、安全性にも十分に
配慮した精神科訪問リハビリテーション技法を実施し、この精神科訪問リハビリテーショ
ン技法が、精神障害者の社会機能を改善し、かれらの生活の質(QOL)の向上もたらすことを
検証した。急性期後早期を含む多様な状態の精神障者に対して実施可能性があるのか、精神
症状を悪化させず安全に実施できるのか、そして精神障害者の社会機能を改善するのか、こ
れらについても検証した。 
 
（２）精神科訪問リハビリテーションにおける地域生活患者の QOL 向上因子： 
精神科訪問リハビリテーション介入が、作業満足度、社会参加、および QOL にもたらす効果
について、介入群における前後比較法によって検討した。日本国内のアウトリーチ・チーム
の重度精神障害患者 25名（F2（統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害）または
F3（気分［感情］障害）のいずれかと診断された患者、平均年齢 46.7 歳）を対象とした。
WHOQOL-BREF 総スコアを従属変数として、ステップワイズ重回帰分析を行った。日常生活動
作のパフォーマンスと満足度を 10 点リカートスケールで評価した主観的評価、Social 
Functioning Scale（SFS）の合計スコアとサブスケールスコア、Global Assessment of 
Functioning（GAF）スケールのスコアなどを変数として解析した。 
 
（３）精神科訪問リハビリテーションの安全性確保のための調査研究： 
訪問看護・リハ介入技法の安全性と効果を高める必要がある。もし、急性期治療が患者のト
ラウマ様体験になれば、また患者の意思が尊重されぬ入院処遇ならば、患者は治療に対して
猜疑心を持ちやすく、入院中も退院後も周囲との円滑な関係を構築し難い。これは地域生活
のしづらさにつながり、もしトラウマ様体験のフラッシュバックが生ずれば地域生活の継
続は困難になる。そこで、トラウマ体験にならぬような急性期患者への処遇が重要であり、
そのためには身体拘束最小化は必須である。看護師調査により、身体拘束最小化のための方
策を精神科病院２施設の熟練看護師６名に半構造化インタビューを行い調査した。また、既
に地域精神障害患者に対してアウトリーチしている看護師に対して質問紙調査を実施し、
暴力回避など安全に訪問介入するために必要な方策を調査した。 
 
（４）保健医療者の地域生活精神科患者に対するスティグマ低減プログラムの開発： 



医療・リハビリテーションの専門家が、一般市民よりも強い障害者へのスティグマや偏見を
持つことが少なくない。また、精神障害者の急性期後早期の病的体験や対人関係(医療者を
含む)は、本人にネガティブな体験として認識されることがあり、それが社会参加をさらに
困難にさせる。これらの事実背景から、スティグマや偏見を持たない専門職者を育成するこ
とが、精神科訪問リハビリテーション介入の成功の鍵を握る。そこで、専門職向けの教育プ
ログラムを開発し、効果を検証した。 
 
（５）精神科訪問リハビリテーションの臨床展開と家族介護負担軽減へ効果検討： 
実践結果を事例報告した。さらに、地域生活する患者の支援者である家族介護負担を減らす
ことが、また患者の地域生活維持や回復に関与する重要事項と考え、家族に向けての家族介
護負担プログラムを開発し実施した。 
 

４．研究成果 
（１）「生活行為向上マネジメント MTDLP」を用いることによって精神科訪問リハビリテー
ション介入群は、対照群よりも，介入中の入院率が有意に低かった．このことから，MTDLP
を用いた訪問リハビリテーションが症状を悪化させず、安全に実行可能であることが示さ
れた．また，反復測定分散分析の結果から，介入群は対照群よりも対象患者の社会機能を有
意に改善することが明らかになった．『働くこと』に対する介入効果も顕著であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２)この精神科訪問リハビリテーション介入によって、精神障害者が日常生活行為に対し
て満足感を持ち、社会へ参加することにつながり、自身の QOL の向上をもたらしうること
を明らかにした。 
 
（３）熟練看護師に対する質的研究により、身体拘束最小化に向けた対処として【安全に配
慮しながら一時拘束解除から始める】【暴力を受けた看護師への精神的フォローに取り組む】
【職場に対して拘束解除への呼びかけを行う】等の１０カテゴリが生成された。熟練看護師
は、早期解除の困難さを感じながらも、リスクを回避し安全に配慮しながら一時解除などの
実質的な策を実行し、解除の呼びかけ、意見や思いの共有、暴力被害の同僚へのフォローな
ど早期解除に向けて環境づくりを行っていることが明らかになった。急性期後早期の訪問
介入において、患者と訪問医療者の両者の安全が保たれることが必須であることから、訪問
看護師に対する質問紙調査研究では、訪問の安全に関連する因子を見出し報告した。 
 
（４）スティグマや偏見を持たない専門職者を育成することが、精神科訪問リハビリテーシ
ョン介入の成功の鍵を握ることから、専門職課程の学生向けの教育プログラムを開発して、
そのプログラムが学生のスティグマと偏見を低減させることを明らかにした。 

 
図１．対話-協同創造プログラムは、保健学学生（N=28)の精神障害者に対するスティグマ
を低減させる.反復測定分散分析 (ANOVA) を実施.日本語版 Link スティグマ尺度（DDS）
総得点平均値を表示.Int J Environ Res Public Health. 2022 Nov 2;19(21):14333. よ
り引用改変. 
 
（５）精神科訪問リハビリテーション介入を用いた実践報告をした。ならびに、地域精神障
害者を取り巻く環境への働きかけとして家族向けプログラムを開発し介入研究を実施し、
その患者回復効果ならびに家族介護の負担軽減効果について報告した。 
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表１．重度精神障害者に対する生活行為向上マネジメントを用いた訪問作業療法の効果. 
反復測定分散分析，P*<0.05, P**<0.01 
Kobe J Med Sci. 2020 Dec 15;66(4):E119-E128. より引用改編。 
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